
地域でどのように災害時のストーマ装具給付を整備していくか

「岡山県ストーマ保有者災害対策の会」の場合

岡山県ストーマ保有者災害対策の会

事務局

岡山大学病院

青井美由紀

2026年JSSCR災害委員会企画



第36回日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会

COI開示

筆頭演者：青井 美由紀

演題発表に関連し

開示すべきCOI関係にある企業などはありません



は じ め に

2011年3月11日14時46分

東日本大震災

石巻市役所ホームページより抜粋



西日本に被害を及ぼす地震

岡山県ホームページより



2012年5月27日（日）

「オストメイトの災害対策」についてシンポジウムを行う

結果

・岡山県での災害対策が皆無であった。

・岡山県での災害対策のシステム化する賛同を受けた

第50回岡山ストーマリハビリテーション研究会



会 議 開 催

第１回会議 2012年12月1日（土）

参加者：会に賛同した看護師、販売店、
ストーマ用品メーカー

（ストーマ用品セーフティネット連絡会代表メーカー）



初期の活動内容

１．岡山県内のストーマ保有者への災害対策の現状を調査

２．今後の岡山県としての活動を検討



岡山県内の現状と対策を調査

１．岡山市

２．倉敷市

３．岡山県看護協会

誰も何もしてくれない・・・・



ストーマ用品セーフティネット連絡会

災害地の用品販売店

ストーマ保有者、病院、自治体、避難所等

大規模災害時の用品の流れ

受け取りは困難と言われる



岡山県内の災害対策を計画

１．「岡山県ストーマ保有者災害対策の会」の設立と事務局の設置

２．災害時に装具の受け入れを行う施設を予め決める

３．災害時に、ストーマ保有者の方の支援ができる仲間づくり



岡山県内の対策を計画

１．「岡山県ストーマ保有者災害対策の会」の設立と事務局の設置

２．災害時に装具の受け入れを行う施設を予め決める

３．災害時に、ストーマ保有者の方の支援ができる仲間づくり



「岡山県ストーマ保有者災害対策の会」設立

・岡山県ストーマリハビリテーション研究会で承認された

・研究会内に事務局の設置が承認された

・会の規約作成を行う

・災害時の活動マニュアル作成を行う

・医師への参加働きかけを行う

代表は岡山大学病院 消化管外科教授

事務局員は外科医師1名、看護師３名、事務員２名



岡山県内の対策を計画

１．「岡山県ストーマ保有者災害対策の会」の設立と事務局の設置

２．災害時に装具の受け入れを行う施設を予め決める

３．災害時に、ストーマ保有者の方の支援ができる仲間づくり



ストーマ用品セーフティネット連絡会

災害地の用品販売店

ストーマ保有者、病院、自治体、避難所等

大規模災害時の用品の流れ

困難

支援ができる施設を予め決める



岡山済生会病院

岡山大学病院

岡村一心堂病院

倉敷中央病院

2012年時点での災害時に装具の支援ができる施設

仲間づくり！！



 県の東西南北

 ストーマケアに精通した看護師が在駐

 施設長の許可

災害時に装具の支援ができる施設

災害時介在拠点病院の設置



津山中央病院

成羽病院

金田病院

岡山済生会病院

井原市民病院

倉敷中央病院

岡村一心堂病院

瀬戸内市民病院

岡山大学病院

チクバ外科胃腸科
肛門科病院

災害時介在拠点病院の設置

目的は装具の提供

災害拠点病院とは異なる



ストーマ保有者のための災害対策 宮城県版を参考にした

２０施設





情報は代表販売店に集約する

連絡方法は電話又は、岡山県ストーマリハビリテーション研究会の

ホームページの掲示板

掲示板は当会員のみ使用、書き込み、閲覧できる

災害時の連携のポイント
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連絡はホームページの利用

当会員のみ使用、書き込み、閲覧できる



掲示板の訓練開始

役員

役員



新聞に掲載されました

2018.3.19
山陽新聞全県版より



作成後自治体へご報告

避難所の管轄は違う
勝手にして良かった？？

2015年11月 岡山県県庁内 危機管理課に訪問
→岡山県 保健福祉部 保健福祉課

2015年12月～県内の下記各自治体に訪問し説明

①危機管理室、防災対策係
②保健福祉局、 障害福祉課
③消防局救急課、救急指導担当



岡山県福祉避難所設置・運営マニュアル
2016年3月作成ガイドライン

岡山県のHPより



[装具]
・会員が被害の状況、装具の提供場所が分かった

[ストーマ保有者]
・装具の早急な供給

西日本豪雨災害
2018年7月

岡山ストーマ保有者災害対策の会 ももの助くん

直ちに掲示板で情報のやり取りが開始された



ストーマ用品協会から災害支援法が発令



自治体からの連絡



ストーマ保有者の受け入れ状況

情報の混乱が最小限



災害時にストーマ装具の供給協定を締結を
しているのも心強い

岡山県機器販売協会ホームページより



掲示板の訓練

毎年3月11日、7月7日に掲示板への投稿訓練を
行っています



ま と め

１．岡山ストーマリハビリテーション研究会が母体であった

ことが有効であった

２．装具の供給を販売店行うシステムが効果的であった

３．自治体との連携がスムーズであった


